
  

 

■親睦交流委員会 委員長  
井田 人志 

３/22（日）は親睦日帰り旅行例
会です。鎌倉「鉢の木 新館」でラ
ンチ、カップヌードルミュ―ジア
ム横浜へ寄り、屋形船に乗ります。
当日は桜の開花予想の日となって
います。お楽しみ 

に。もし行けなくなった場合は早め
にお知らせください。 
■青少年交換委員会 委員長  
川鍋 洋子 
エミリアンくんはホストファミリー
が変わり、今日から自転車通学とな
りました。島袋家のエスキルくんが
使っていた自転車を岡部会員が運んでくれました。 
 
 
 
2025 学年度米山記念奨学生 モモ トトゥンさんに 
米山記念奨学委員会 副委員長 高橋 真貴子より支給 
 
モモさん ご挨拶 

「一年間ありがと
うございました。
来年もがんばりま
す」 
 

 
 
 
2025-26 年度青少年交換
学生  エミリアンくん
に、岡部 勉会員より 
支給 
 
カウンセラー  
齊藤 敏雄より報告 
「ミミくんは来日して７か月が経ちまし
た。明後日からは地区の JAPAN ツアー

で京都・広島などへ行くとの
ことです」 
 
エミリアンくん ご挨拶 
「ホストファミリーが変わり
ました。時間がたつのが早いです。あな

たの留学生になれてうれしいです。これからの数ヶ
月がうまくいきますよう」 
 
 
 
新藤 信夫（13 日）、鯨井 達生（18 日）、 
栗本 千秋（27 日） 各会員 

代表挨拶 鯨井 達生会員 
「３月は誕生日の会員が少なくいつも挨拶
をしています。３月生まれの会員が入会し
てくれるといいなと思っています」 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
■広報・ICT 委員会 委員 山崎 一祥会員 
【縦組み P.２～P.６】 
ＳＰＥＥＣＨ 南海トラフ巨
大地震を乗り切る 
臨時情報・新被害想定と備え
のヒント 
南海トラフ地震、皆さんも新
聞やテレビで目にしたり耳に
することが多いと思います。
よく「南海トラフ地震は来ま
すか？」と質問されますが、答えは簡単で、絶対
に来ます。「いつ来るのですか？」となると、あ
いまいになりますが、南海トラフ地震と首都直下
地震と富士山噴火、この３つに関してはいつ起き
てもおかしくない。地震や火山の噴火、水害も含
め、日本の現状というのは、無数の危険にあると
いうことだそうです。 
いつ起きてもおかしくないとされる南海トラフ地
震。過去に起きた震災を踏まえつつ、その被害想
定や臨時情報のとらえ方など、今後の情報をしっ
かりと把握したうえでの訓練や心構え、また「小
さな積み重ね」からでも始められる震災への備え
が大切です。 
各被災地で「何の対策もしてこなかったけれど、
うまくいっちゃった」という話は聞いたことがな
いそうです。ある程度備えてきた方は、大変な思
いをしながらも前に向かって進んでいけます。過
去の教訓や知恵に学んで、自分の所属する組織や
地域、家などの弱いところ、起こり得る問題を知
り、危機への対応力、応用力を上げていく。でき
ることを少しずつ進めて、安全安心を自分たちで
つくっていくため、今一度、確認していただきた
いと思います。 
その他にも掲載できなかった話題、解説しきれな
かった話題が多数ございます。改めて各自にてご
一読いただけたら幸いです。よろしくお願いいた
します。 
 
 
 
石田 裕会員 
野村證券株式会社 さいたま支店 支店長 
2025 年 11 月 10 日入会 
 
1980 年(昭和 55 年)生まれ 
45 歳、大阪府出身。 
2004 年(平成 16 年)野村證券に
入社後、 
高崎、新横浜、広島、東京本
社、津、佐世保、姫路を経
て、2025 年 10 月よりさいた
ま支店長、現任。 
 
野村グループのパーパスは
「金融資本市場の力で、世界
と共に挑戦し、豊かな社会を実現する」を掲げてい
ます。 
昨年の 2025 年 12 月 25 日に野村グループ は創立 100
周年を迎えました。 この 100 年は、お客様をはじめ
とするステークホルダーの皆様と共に つくり上げて
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米山記念奨学金支給及び近況報告 

青少年交換学生お小遣い支給及び近況報告 
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